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2 調査内容 

2-1 調査準備 

(1)調査の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■調査フロー 

  

所有者アンケート調査

計画準備
・全体計画の立案
・資料の収集整理

空家、老朽危険度の判定基準の作成

事前調査

水道使用者情報による
空家候補

苦情等により把握してきた
空家

現地調査
老朽危険度判定

建築物の傾斜、基礎、外壁、屋根、その他

空家：D判定

対応が必要

空家：C判定
指導候補

対応が必要な可能性あり

空家：A,B判定

利活用候補

所有者調査
課税台帳データ

所有者の特定

送付先リストの作成

報告書作成

空家の利活用、維持・管理等
に関するアンケート調査

アンケート票の設計

・空家管理台帳作成
・GISデータの作成

現地調査対象物件リスト及び位置図の作成

平成28年度実態把握調査
の空家
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■市内の空家の分布状況 

 

 

 

  

＜空家の集積が多い＞ 

国府・府中・貝地・石岡２等の

石岡駅周辺に空家の集積がみら

れた 

＜空家の集積が見られない＞ 

石岡地区南側の三村・石川・井関等

では、空家は広く点在している 

JR常磐線石岡駅 

＜空家の集積が多い＞ 

八郷地区では地区の中心市街地

である柿岡で空家の集積がみら

れた 

＜空家の集積がみられない＞ 

八郷地区北側の大増・大塚・小塙等では、

柿岡に比べて空家は広く点在している 

＜空家の集積が見られな

い＞ 

八郷地区南側の下青柳・

青田・辻等では、空家は

広く点在している 
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6 平成28年度空家等実態把握調査との比較 

石岡市では、平成 28 年度（5年前）にも実態把握調査を実施しています。 

空家等の状況を経年的に把握していくため、平成 28 年度に実施した実態把握調査結果と今年

度（令和 3年度）の実態把握調査結果について比較を行いました。 

 

6-1 実態把握調査結果の比較 

(1)空家数の変化 

平成 28 年度における実態把握調査の空家総数は 1,361 件でした。そのうち空家は 1,075 件で

あり、特定空家候補は 286 件でした。 

令和 3 年度における実態把握調査の結果は、空家総数は 1,663 件、そのうち空家等が 1,398

件、特定空家等候補が 265 件となりました。 

以下に 5年間での空家の変化フローを示します。 

平成 28 年度実態把握調査で見つかった空家 1,361 件は、本調査で-633 件という結果となり

ました。しかし、本調査で水道使用者情報による空家候補を調査したところ、新たに 891 件の

空家が見つかりました。 

一方、住民からの苦情等により把握してきた空家等は、101 件から 44 件となり、-57 件とい

う結果となりました。 

本調査で新たに見つかった891件の空家と苦情等により把握してきた空家等44件を合わせる

と 935 件となります。このことから、年間約 200 件の空家が増えることが推察されます。 

住宅・土地統計調査（P5）においても、同等数の空家が増えることが推計されていることも

あり、今後も空家は増加傾向となるおそれがある結果となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■5 年間での変化フロー（純増） 

  

H28 空家等実態
調査総数 
1,361 件 

建替え、除却等により空家等
ではなくなった建築物 

633 件 

R3 でも空家等 
728 件 

R3 新規空家等 
891 件 

R3 空家等総数 
1,663 件 

（728+891+44） 

苦情等により市で把握した
空家等 
44 件 

（101 件 → 44 件＝-57 件）

5年間で増えた空家等数 
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(2)空家の分布変化 

平成 28 年度における実態把握調査と令和 3年度における実態把握調査の結果を重ねると、広

範囲で分布していた空家は、現在解体又は居住等の理由により空家ではなくなっている箇所が

散見されます。 

特に、八郷地区の「柿岡」は、空家が減少しているのが視覚的に見えます。 

一方で、石岡地区（石岡駅周辺）では、空家が急増しているような分布となっています。 

年間 200 件ずつの増加予想もあることから、石岡地区では八郷地区よりも早期の対策が必要

であることが推察されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■空家の分布変化 
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6-2 所有者アンケート結果の比較 

(1)所有者の基本属性 

所有者の年齢は、依然として高齢者の割合が高い傾向となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(2)世帯類型 

世帯類型は、「単身世帯」「夫婦のみの世帯」からなる「1 世代の世帯」割合が高くなってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■R3 所有者の年齢（n=563） 

30〜39歳, 7件, 

1.5%
40〜49歳, 

26件, 5.7%

50〜59歳, 55件, 
12.1%

60〜69歳, 130件, 

28.6%
70〜79歳, 107件, 

23.5%

80歳以上, 92件, 

20.2%

無回答, 38件, 

8.4%

■H28 所有者の年齢（n=455） 

１．２９歳以下, 1件, 0.2%

２．３０～３９歳, 3件, 0.5%

３．４０～４９歳, 29件, 5.2%

４．５０～５９歳, 

67件, 11.9%

５．６０～６９歳, 

132件, 23.4%

６．７０～７９歳, 

149件, 26.5%

７．８０歳以上, 

130件, 23.1%

未回答, 52件, 9.2%

単身世帯, 92件, 

20.2%

夫婦のみの世

帯, 93件, 20.4%

親と子供の世

帯, 150件, 

33.0%

親子、孫の３世

代にわたる世

帯, 55件, 12.1%

その他, 25件, 

5.5%
無回答, 

40件, 8.8%

■H28 世帯類型（n=455） ■R3 世帯類型（n=563） 

１．単身世帯, 

119件, 21.1%

２．夫婦のみの世帯, 

138件, 24.5%
３．親と子供の世帯, 

161件, 28.6%

４．親子、孫の３世

代にわたる世帯, 

59件, 10.5%

５．その他, 27件, 4.8%

未回答, 59件, 10.5%
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(3)空家になっている原因 

空家になっている原因は、5年前から傾向に変化はみられませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■H28 空家になっている原因（n=203） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■R3 空家になっている原因（n=272）  

0

1

42

23

3

44

15

47

3

6

51

10

4

20

16

0 10 20 30 40 50 60

建替えのため一時的に退去しているため

増改築・修繕のため一時的に退去しているため

別の住居へ転居したため

高齢者施設等への入所・入院したため

転勤等で長期不在のため

賃貸入居者が見つからないため

税制上の理由で解体を控えているため

相続により取得したが、別の住居で生活しており利用していないため

居住用に取得したが、未だ入居していないため

売却用に取得したが、購入者が見つからないため

居住していた人または親族等が亡くなったため

相続人が決まらないため

普段は利用していないため（別荘・セカンドハウスとして利用）

その他

無回答

1件

1件

59件

32件

0件

54件

13件

69件

2件

5件

79件

15件

5件

44件

24件

10件

１．建替えのため一時的に退去しているため

２．増改築・修繕のため一時的に退去しているため

３．別の住居へ転居したため

４．高齢者施設等への入所・入院したため

５．転勤等で長期不在のため

６．賃貸入居者が見つからないため

７．税制上の理由で解体を控えているため

８．相続により取得したが、別の住居で生活していて利用していないため

９．居住用に取得したが、未だ入居していないため

10．売却用に取得したが、購入者が見つからないため

11．居住していた人が亡くなったため

12．相続人が決まらないため

13．普段は利用していないため（別荘・セカンドハウスとして利用）

14．建物が老朽化して使用できなくなったため

15．その他

未回答

0件 20件 40件 60件 80件 100件
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(4)空家で困っていること 

空家で困っていることは、依然として「賃貸入居者・購入者がいない」といった借り手不足

の回答が多い傾向にあります。また、本調査では、新たに 3 つの選択肢を追加したが、それら

にも一定の回答が得られていることから、空家に関して困っていることは多岐にわたることが

分かりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■H28 空家で困っていること（n=203） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■R3 空家で困っていること（n=272）  

69

23

23

63

40

35

35

28

25

22

0 10 20 30 40 50 60 70 80

賃貸入居者・購入者がいない

遠方に住んでおり、空家の状況が把握できない

改修して使用したいが、改修費用の支出が困難である

解体したいが改修費用の支出が困難で解体ができない

家財等や仏壇が置いたままであり、整理・処分に困ってい

る。

庭の手入れなどができないので、管理に困っている

空家に関する相談をどこにしたらよいかわからない

特に困っていることはない

その他

無回答

86件

30件

34件

75件

54件

52件

47件

15件

4件

23件

26件

40件

１．賃貸入居者・購入者がいない

２．遠方に住んでいて、空家の状況が把握できない

３．改修して使用したいが、改修費用の支出が困難である

４．解体したいが改修費用の支出が困難で解体ができない

５．家財や仏壇等が置いたままであり、整理・処分に困っている

６．庭の手入れなどができないので、管理に困っている

７．空家に関する相談をどこにしたらよいかわからない

８．維持管理費が高くて困っている

９．建替えたいが法律上、建替えができない

10．特に困っていることはない

１１．その他

未回答

0件 20件 40件 60件 80件 100件
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(5)空家の利活用で市に期待する支援策 

空家の利活用に関して望まれる支援は、依然として解体費用に関する支援への回答が多い傾

向となっています。 

そのほか、本調査では「空家等の管理代行者の紹介」「相続手続き等の専門家の紹介」「建物

耐震性、老朽化による危険性の診断への支援制度」を設けたが、それらにも一定数の回答が得

られていることから、多様な支援策が求められていることが伺えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■H28 空家の利活用で市に期待する支援策（n=203） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■R3 空家の利活用で市に期待する支援策（n=272）  

53

80

11

50

22

8

44

52

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

空家について不動産、建築、相続手続、法律の専門家に

相談できる窓口の開設

空家解体費用の支援

建替え、改修について相談できるアドバイザーの派遣

公共機関による空家の借り上げ制度

改修費用の支援

空家等の管理代行業者の紹介

空家バンクの設置

無回答

空家について不動産、建築、相続手続、法律の専門家に相

談できる窓口の開設 

70件

112件

11件

62件

43件

20件

18件

15件

79件

１．空家について不動産、建築、相続手続、法

律の専門家に相談できる窓口の開設

２．空家解体費用の支援（土地の跡地利用）

３．建替え、改修について相談できるアドバイ

ザーの派遣

４．公共機関による空家の借り上げ制度

５．改修費用の支援

６．空家等の管理代行業者の紹介

７．相続手続き等の専門家の紹介

８．建物の耐震性、老朽化による危険性の診

断への支援制度

未回答

0件 20件 40件 60件 80件 100件 120件




